
 

 

タイトル 「研究発表Ⅰ」 

 講演者  大槻 実紀、椎名由美子、市川 礼子、植木 剛克、大沼 美春 

岸田 保子 

  

 学校名  県立川崎工科高等学校ＰＴＡ 

                                       

講演テーマまたは研究テーマ 「PTA活動の取組と課題について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ はじめに 

川崎工科高等学校は JR 南武線平間駅から徒歩８分

にある工業高校である。機械・電気・環境化学に係

る６つの専門コースが設置されている。工業の勉強

以外に部活動・資格取得に力を入れている。 

２ ＰＴＡ活動について 

川崎工科高等学校 PTAは毎年５月に定期総会を開催

し新規体制としてスタートする。運営委員会は毎月 1

回程度で開催しており、会長・副会長・書記・会計

の本部役員と４つの各専門委員会の委員長と副委員

長で構成されている。４つの各専門委員会では各種

校内外イベントへの対応をしているほか、PTA 委員で

その他行事のサポートなども行っている。 

３ 各専門委員会と行事のサポートについて 

（１）学年・交通安全推進委員会 

① 学年委員会 

文化祭出店や卒業記念品の贈呈を取り纏めてい

る。昨年度は印鑑を贈呈した。 

② 交通安全委員会 

 

川崎地区交通安全大会のテーマに沿った、交通

安全川柳大会を実施している。全生徒から交通

安全川柳を募集、昨年度は 140以上の作品の応募

があった。その中から最優秀賞、校長賞、PTA 会

長賞など合計 11 の賞を設け表彰をしている。こ

の交通安全川柳を通して、生徒の交通安全に対

する意識の向上に役立ている。 

 

（２）成人教育委員会 

 

① 施設見学会 

保護者対象で石鹸製造、電気工事、機械加工な

ど、普段見る機会が無い設備や実習の様子を見

学でき、参加者からは大変喜ばれている。 

② バスツアー 

保護者対象で社会見学バスツアーを企画してい

る。昨年は応募者が少なく断念した。今年はま

だ計画段階である。 

③ 文化祭でのうどん調理・販売 

文化祭で毎年うどんの販売を行っている。レシ

ピや人員配置や仕入れ先なども詳細に受け継が

れているためか、生徒からの評判も非常に高

く、真っ先に完売する。 

（３）広報委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校では年２回、７月と３月に PTA 広報誌

「ひらま」を発行している。内容は、校長先

生をはじめ先生方の紹介、体育祭や文化祭な

どの学校行事、校外学習や校外イベント参加

情報、部活動などを紹介している。高校は小

中と違い、学校の様子を知る機会がかなり減

るかと思われる。そんな学校での様子を保護

者の方にお届けすることを心掛けて撮影、編

集、発行をしている。ただ広報誌に立ちふさ

がる問題があり、１．持って帰るけど部屋に

放置し保護者に渡さない、２．学校から持っ

て帰るカバンに入れっぱなしで毎日一緒に通

学、３．いまも学校の机に入れっぱなしでど

れも保護者の手に渡りません。時代は変わっ

ても子供の生態は変わらず、もっと魅力ある

広報誌制作に努めている。 

（４）厚生委員会 

① 除草作業 

 

  毎年６月に除草作業をし、プランター内の土

をふるいにかけ、草や根も取り除き、きれい

になったプランターには、９月に新しい花を

植える。この作業は６月と９月だけでなく、

11 月と 1 月にも同じように除草作業と花植え

を行っている。特に来校者が多い文化祭や卒

業式にたくさんのきれいな花が咲くように活

動をしている。 

 

 

 

② 文化祭でのバザー 

  各家庭から新品の不用品を提供してもらい、

集まった献品を販売している。これらを通し

て生徒たちだけではなく地域の方々との交流

も深めるように活動している。 

（５）行事のサポート 

    行事でのサポートは PTA委員に募集を図り各

行事のサポートをしている。 

① 体育祭（５月） 

体育祭でドリンクサービスをPTA委員が行っ

ている。当日各学年のエリアに設置された

テントをお借りしてドリンクを渡してい

る。はじめは生徒も遠慮がちだが、一人ド

リンクサービスを受けると次々にドリンク

サービスを利用している。 

  ② 学校説明会（９・11 月） 

保護者の声として学校の様子や生徒が入学

したきっかけなどを紹介している。 

他に説明会の受付や学校説明が終わると本

校は工業高校であるため、実習室の見学を

多くの中学生と保護者が参加する。 

中学生や保護者が迷わないよう誘導も行

う。なお、いつも事前打ち合わせの時に職

員が実習装置の操作を行う様子を見せてく

れる。 

  ③ 平間銀座サマーフェスタ（中止） 

８月の毎週土曜日に開催される行事で 

本校も最終週に出展している。商店街から

警備は PTA の方に毎年お願いしているそう

で、これまで近隣の小中学校が行った。今

年度より本校にも平間駅周辺３か所の警備

と出展ブース付近の警備・誘導依頼があっ

たが、台風 10 号の影響で中止になった。 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ PTA 委員として参加したメリット 

 

① PTA 活動を通して、先生との関わる時間が

多くなり、子供の様子が理解しやすくな

った。体育祭でのドリンクサービスをと

おして子供の目の色が輝いていることが

わかり普段の子供の様子とは違ういい一

面が見れて、いい一日となった。 

② PTA 施設見学会では実習施設の状況を見る

ことができた。 

③ PTA で行事のサポートとして参加すること

で、子供と接する機会も多くなった。 

④ PTA 委員長になって不安だらけだが、周り

の方のサポートがあって嬉しかった。な

ど、PTA の業務は土曜日に活動するなど大

変だが、子供の様子が見れるなどやりが

いも感じている。 

 

５ PTA 活動における課題 

 

 

（１）人員不足 

①仕事の都合で、活動日が限られているた

め、広報委員会では、すべての行事で撮 

影をしていたが、参加できない日は先生に 

撮影をお願いしている。厚生委員会では、 

LINE でアイデアを提案するが、静観する 

人が多い状況である。その理由としては手 

を挙げると自分自身に仕事がまわってくる 

のではないかという不安感があるのではと 

考えられる。 

②以前は運営委員会は全員参加していたた

め、参加に前向きな委員さんは多かった

が、現在は会長など役員が参加するのみで

希薄化している。 

③会計業務の方は広報委員と兼務することに

なり、業務も多忙になっている。 

④その他、小学校や中学校は自宅から近いと

ころにあるため、PTA 活動に参加しやすいが

高校は遠いところでは藤沢から来られる方

もいるが、なかなか活動に参加しにくい方

もおられる。 

 （２）解決方法 

①新入生保護者への声かけについて、負担 

を少なくすることも踏まえて委員への参 

加の声掛けをすることが大切である。 

②委員がそれでも少ない場合は各委員会縮

小・見直しを図ることが必要だと考えられ

る。 

③特定の人に業務の偏りがないよう業務の現

状把握や声を掛け合うことである。 

 

課題は山積みだが、子供たちのために先生 

方と協力しながら、活動を継続している。 

 

 


